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事務所移転に伴う特別損失の発生及び平成16年 12月期通期業績予想の修正について 

 

 当社は、平成16年 7月 12日に本社事務所を移転したことに伴い、特別損失が発生いたしましたの

で、お知らせするとともに、平成16年 8月 20日付当社「平成16年 12月期 中間決算短信（非連結）」

にて発表しました業績予想を下記のとおり上方修正いたします。 

 

記 

１．特別損失の発生について 

   特別損失として、事業拡大に向けた要員増強を目的とした本社事務所の移転に伴い、費用 18

百万円を、平成16年 12月期第 3四半期にて計上いたしました。 

 

２．平成16年 12月期の業績予測の修正について 

（１）通期(平成16年 1月 1日～平成16年 12月 31日) 

   （単位：百万円）

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（A） 7,259 359 201 

今回修正（B） 8,900 414 218 

増 減 額（B－A） 1,641 54 17 

増 減 率 22.6 15.0 8.5 

 

（２）通期業績予測修正の理由 

売上高について、検索リスティング広告売上等の急激な拡大等により、今期第3四半期まで

の累計（平成16年 1月 1日～平成16年 9月 30日）の実績は、主力のアド事業を中心に、6,320

百万円（前年同期比 3,496 百万円増、同 124.8％）と好調に推移しました。第 4四半期におい

ても拡大するインターネット広告市場を確実に捕捉することを想定し、今期通期の売上高見通
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しは8,900百万円と前回予想比1,641百万円（同22.6％）の増加となる見込みであります。 

経常利益につきましては、拡大するインターネット広告市場を確実に捕捉すべく、当初計

画を大きく上回る要員増強を行うことにより利益率は低下しながらも、414百万円（前回予想

比54百万円の増加）となる見込みであります。 

経常利益は前回予測比 15.0％の増加となる見込みでございますが、特別損失が発生し、当

期利益につきましては、218 百万円（前回予測比 17 百万円、同 8.5％の増加）となる見込み

であります。 

   （注）本第3四半期までの累計の売上高は、監査法人の監査を受けていない速報値でございま

すので、決算数字とのずれが生じる可能性がございます。 

 

３． 参考：前期の実績(平成15年 1月 1日～平成15年 12月 31日) 

   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

通 期 4,339 275 156 
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